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調理をする時、全体の味を引き立たせるために、ほ

んの少し別の調味料も加えること。またその加えた

もの。

液体が沸騰・蒸発して気体となる現象のこと。沸騰

と蒸発の2種類がある。

のどの中間にある甲状軟骨の突起。成年男子にはっ

きり現れている。

一年でもっとも寒くなる「寒」の時期に入ること。 1月5

日、6日頃のことを指す。

合奏・合唱などを指揮する人が用いる棒のこと。主に右

手で持ち、腕の延長として拍をきざむ。

三木露風の作詞、山田耕筰の作曲による、日本の代表的

な童謡の一つ。夕暮れ時に〇〇〇〇〇を見て、昔を思い

出すという、郷愁にあふれた歌詞である。

船舶の移動のために人工的に造られた水路のこと。

河川・湖沼を利用しているものもある。

「〇〇的」。自分の利益だけを中心に考え、他人の

立場などを考えないで行動するさま。

「〇〇の功名」。失敗や過失、あるいは何気なくしたこ

となどが、偶然によい結果をもたらすことのたとえ。

よこのカギ たてのカギ
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